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抗体が産生される．この免疫記憶は長期間持続

し，何十年間も血清中にIgG抗体が検出され

る!)2)．したがって，血楕中のウイルスに対す

るIgG抗体の検出により，そのウイルスに感染

したことがあるかどうかを知ることができる．

近年，上下水道の整備により，糞便で汚染

された飲食物を介して感染する腸管系ウイルス

感染症が減少している3)．また，核家族やその

ほかの生活様式の変化により自然感染の機会が

減少し，その結果,高年齢になってから種々の

ウイルスに感染する人が増加しているﾖＭ)．一

般に，幼児期にウイルス感染した場合は，無症

Ｉはじめに

Epstem-Barrウイルス（EBV)，サイトメガ

ロウイルス（CMV)，単純へルペスウイルス

(HSV）などのヘルペス科ウイルスは，ほとん

どの人が一生のうちに－度は感染するといって

もよい程，極めて普遍的なウイルスとして知ら

れている．これらのヘルペス科ウイルス感染で

は多くの場合,生体レベルでは不顕性感染で経

過し，宿主とnotPselfのウイルスが細胞内で共

存すると言われている')2)．また，これらのウ

イルスに感染すると，各ウイルスに対する特異

－６５－



熊谷エツ子・犬野亜紀子・安岡陽子・二富久美子・吉本桂子

表１学生における各種ウイルス抗体保有状況

状あるいは軽症で済むことが多いが,高齢になっ

てから感染すると，症状が重くなる傾向がある．

健康な時にウイルスに対する抗体を調べて，そ

のウイルスに未感染であることがわかれば，ワ

クチン接種を受けるなどして将来のウイルス感

染に対処することができる．そこで，われわれ

は熊本大学医療技術短期大学部学生におけるE

BV,ＣＭＶ，ＨＳＶの３種のヘルペス科ウイル

スおよび風疹（ルペラ）ウイルスに対する各抗

体の保有状況を調べたので報告する．また，一

般健常人については，ＥＢＶおよびＣＭＶ抗体

保有率と加齢との関係を調べたので併せて報告

する．

Ⅱ対:頃および方法

Ａ対象

昭和53～55年度入学者205名（男93名,女112

名)，昭和61～平成元年度入学者287名（男117

名，女170名)，および一般健常人229名（男113

名，女116名）を鯛査対象とした．年齢分布幅

は学生18～24歳,一般健常人20～70歳である．

Ｂ方法

ＥＢＶ関連抗体では,VCA／IgG抗体の測定

をすでに報告している間接蛍光抗体法，⑳にて行っ

た．ＣＭＶおよび風疹ウイルス抗体の測定は，

サイトメガロEIA-IgGキット（協和）およびル

ペラIgG-EIAキット（生研）を用いて行った．

HSV抗体の測定はファッセイＨＳＶキット（化

血研）を用いて行った

Ⅲ結果

学生の各種ウイルス抗体保有率を表１に示し

た．ＣＭＶでは74％の学生が，ＥＢＶではほとん

どの学生が抗体を保有していた．一方，同じへ

ルペス科ウイルスでも，HSV抗体保有率は約３０

％であり，ＣＭＶやEBVに比べて著しく低い値

を示した（p＜0.001)．また，風疹ウイルス抗

体保有率は女性（92％）が男性(65％）に比べ

て有意に高い値を示した(p＜0.001)．

過去11年間における学生のEBV抗体保有率

は，昭和62～平成元年度入学者（86％）が昭

和53～55年度入学者（93％）より低値を示す傾

向がみられた（図１）
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EBVおよびCMV抗体保有率と加齢との関係

を表２に示した．一般健常人におけるＥＢＶお

よびCMV抗体の保有率は，２０歳前後でそれぞ
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表２ＥＶＢおよびＣＭＶ抗体保有率と加齢との関係

れ93％，５９％であるが,５０歳以上の年齢層では

それぞれ100％，８６％であり，いずれも年齢の

増加に伴う上昇がみられた．

に,EBV抗体陰性学生50名のうち２名（在学中

１名，卒業後１名）が１Ｍを発症している．

一方，ＣＭＶ感染による臨床症状は，年齢，

宿主側の免疫状態，医原的変化などにより，無

症状なものから重篤なものまで多様性に富むこ

とが知られているｎs)．近年，臓器移植時の強

力な免疫抑制療法による持続感染ウイルスの再

活性化や，輸血に伴う輸血後症候群などの医原

性のＣＭＶ感染症8),)が問題となっている．こ

の予防対策として，ＯＭＶ抗体陰性の臓器提供

者を探すことが望まれている．今回対象とした

一般健常者のCMV抗体保有率は，２０歳では男

性65％，女性53％であるのに対して，３０歳以上

では男女と680％以上であり，中高年層が若年

層より高かった．また，ＣＭＶ抗体保有率は女

性が男性より高値を示す傾向がみられた．当短

大学生のＣＭＶ抗体保有率（74％）は20歳代の

一般健常者（59％）よりやや高値を示したが，

これまでの報告（高校生から大学生の年齢層で

は70％前後)ｕとは大きな差はみられなかった．

Ⅳ考察

EBVは伝染性単核球症（IMLアフリカ小児

に多発するバーキットリンパ臆および中国南部

に多発する成人上咽頭癌の発症に密接な関連を

持つウイルスとして知られている`)．わが国で

は，２～３歳までに約80％の幼児が，また成人

ではほとんどの人がVOA／IgG抗体を有してお

り，ＥＢＶに感染していることが明らかにされて

いる2)s)?)．幼児期にEBVの初感染を受けた場

合には１Ｍの発症は極めて少ないが,成人になっ

てからEBVの初感染を受けると高率に１Ｍを発

症するといわれているの,近年，成人のEBV抗

体陰性例が増えつつあり，それと比例して１Ｍ

症例も増加していると思われる．当短大学生に

ついての調査でも,最近のEBV抗体陰性例(14%）

は約10年前に比べて２倍も多かった．これまで

－６７－
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ワクチン接種は1977年から定期的に行われてい

るので，２７歳以下の女性では風疹抗体を高率に

保有しているのではないかと思われる.

今回の認査のように，各ウイルス抗体の保有

状況を把握することは，予防医学の面で重要と

思われる．

学生と20歳代の一般健常人のCMV抗体保有率

の違いについては，ざらに検討を加えた上で改

めて考察をする予定であるが，いずれにしても

CMV抗体陰性例は若年層に多いので，ＣＭＶ抗

体陰性例を探す場合は,･若年層を中心にスクリー

ニングを行えば効率がよいと思われる．

HSVの場合も成人の初感染,あるいは母体か

らの移行抗体を持たない新生児の全身感染症な

どが増加している．ＨＳＶには１型と２型の２

つの型があり，１型は口内歯肉炎を起こす口唇

へルペスとして，２型は外陰膣炎を起こす陰部

へルペスとして知られている卿．今回用いたH

SV抗体測定キットでは，１型，２型いずれの抗

体とも反応するために，両抗体の鑑別はできな

かった．したがって，１型と２型を合わせたH

SV抗体保有率は当短大学生では30％となり，

他のヘルペス科ウイルスに比べて極めて低かっ

たが，これまでに報告されている同年代の陽性

率とはほとんど差はみられなかった卿．

風疹は通常,小児の発疹性感染であり，まれ

に脳炎や血小板減少性紫斑病を引き起こすこと

はあっても，それ自身重篤な疾患ではない．し

かし，風疹ウイルス抗体陰性例が妊娠初期にこ

のウイルスに感染すると，流・早産や，奇形児

を出産する可能性がある10.したがって，妊娠

可能な女性については，風疹ウイルス抗体を保

有していることが大切である．今回，調査対象

とした当短大学生の風疹ウイルス抗体保有率は，

男性65％，女性92％と男女差が著しく，女性が

男性に比べて有意に高かった．この理由として，

風疹ワクチンの接種が考えられる．風疹抗体陰

性の女子中学生は，２～３年生時に風疹ワクチ

ンを接種することが義務づけられている．この

参考文献

１）南嶋洋一：ウイルス学（植竹久雄綴)．ｐ238-257．理工

学社．東京．１９７９．

２）熊谷エツ子,他：加齢とサイトメガロウイルス抗体およ

びEBウイルス関連抗体との関係．臨床病理３５:1245‐

1249.1987.

3）井上栄：抗体検査の現状と問題点．医学のあゆみ1428

659.661.1987.

4）日沼頼夫,他：ＥＢウイルス抗体検索法の実際．臨床病

理特集35号:179-189.1987.

5）熊谷エツ子，甲木孝人：熊本県下における小児のＥＢウ

イルス抗体ならび異種血球凝集抗体の血ｉｉｉ学的検討．臨

床癩理２９:617-621.1981.

6）Ｋｕｍａｇａｉｍｅｔａｌ:EffectBoflong-termlowdoBe

radiBtion-Epst6in-Baｪrvirug-specifican付bodiesin

radiologicalteclmologistB-．ＪＲａｄｉａｎｔＲｅｓ２９：203‐

２１０，１９８８．

７）日沼頼夫，他：本邦におけるⅡＢウイルスの伝播状況．

日本医事新報2312:27-29,1968.

8）中村健：サイトメガロウイルス感染症．医学のあゆみ
1118795-803.1979.

9）RUbinRT,ｅｔａｌ:I､fectiouBdjseassyndmmesattrib‐

utabl⑧tocytomegalovirusmdthBirgignificanceam‐

ｏｎｇｒｍ】altmn8plantrBcdpiBnts・TTanBp1antation23：

458-464,1977.

10）Ｍeye”ＪＤ,etal8CytomegalovirusinfectionandBp‐

ecificceU-mediatedimmunityaftermmTowtmnspl-

ant･ＪＩｎｆｅｃｔＤ通１４２:816-824,1980.

11)加瀧俊一:骨髄移植とサイトメガロウイルス肺炎．日本
臨床４７:“6.451.1989.

12）倉田毅,他：単純へルヘスウイルス（１型，２型）感染

症．検査と技術１０:570-577,1982.

13）松永清二：FHA法を用いたPhaSBay-HSVによる単純へ

ルペスウイルス抗体の測定,機械・試薬98811-815.
1986,

14）砂川慶介：風疹．日本臨床春季増刊号:650-652.1985.

－６８－




